
経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蓮田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 61,211 27.28 2,243.80 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

経営の健全性・効率性についての指標を分析する
と、水道料金減額措置による給水収益減額分は同
額程度の補助金があり経営状況に大きな影響はな
く概ね健全であるといえる。
有収率は上昇傾向であったが当年度は減少となっ
た。今後も、漏水調査の範囲拡大や手法の見直し
等を検討し、漏水箇所の早期修繕等に取り組み、
有収率向上に努める。
施設利用率は類似団体平均値を下回っている状況
である。今後は水需要を考慮し施設規模の最適化
(ダウンサイジング)を図ることにより施設利用率
を上昇させる必要がある。
老朽化の状況については水道施設や管路等におい
て耐用年数が経過した資産が増加がすることが考
えられることから、経営の効率化により財源を確
保し計画的かつ効率的に更新を行う必要がある。

2,240.47 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 86.30 99.88 3,206 61,120

全体総括

27.28

①経常収支比率は新型コロナウイルス感染症対策と
して水道料金減額措置を実施しましたが、給水収益
の減額分に対して一般会計から同額程度の補助金が
あり前年同様100％を超えた数値となっている。
②累積欠損金は生じていないが、経営状況を注視し
安定的な経営に努めていく。
③流動比率は類似団体平均値より高い状態を維持し
ており、短期的な債務に対する支払い能力は十分に
有している。
④企業債残高対給水収益比率は水道料金減額措置実
施による給水収益の減額金額が前年度より増加した
ため給水収益が減額となり上昇した。今後管路等の
更新に伴う企業債借入額の増加により上昇していく
ことが見込まれる。
⑤料金回収率は水道料金減額措置実施による減額金
額が前年度より増加したため給水収益が減額となり
供給単価が減少したため減少した。
⑥給水原価は有収水量の減少及び経常費用の増加に
より上昇した。管路更新等資産増加による減価償却
費や漏水修理等の修繕費の増加などにより今後も上
昇が見込まれる。
⑦施設利用率は配水量が前年度と同量程度であった
ため前年度同様の数値となった。適正規模へのダウ
ンサイジングなどにより効率的な施設利用に努めて
いく。
⑧有収率は、1.8ポイント減少し類似団体平均値を下
回っている。漏水調査や漏水の早期発見及び修繕、
また老朽管の更新を積極的に行っていくことで有収
率の向上に努めていく。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は若干減少したが類似
団体平均値を上回っている状況が続いている。施
設や管路の老朽化が進んでおり計画的に更新をし
ていく必要がある。
②管路経年化率は上昇傾向は収まっているが類似
団体平均値を大きく上回っている。法定耐用年数
を経過した管路の更新を計画的に進めていく必要
がある。
③管路更新率は令和3年度の管路更新事業が令和4
年度に繰越となったことから管路更新延長が増加
し大きく上回った。今後も計画的に管路更新を実
施する必要がある。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



当市の下水道事業で管理している汚水管渠延長は
約216ｋｍとなっています。このうち、緑町、綾
瀬、椿山、西新宿、桜台、西洋関山などの地域
は、高度経済成長期の大規模開発により宅地造成
された地域となっているため、下水道の管渠が布
設されてから30年以上が経過しており、人口減少
を迎えた中で計画的な更新が求められています。
現状で法定耐用年数が50年を経過した管渠はあり
ませんが、今後は経年劣化による管渠の破裂や、
これに起因する道路陥没等の不具合を未然に防ぐ
ため、下水道ストックマネジメント計画に基づく
予防保全を実施する必要があります。
　また、今後は、重要路線や蓮田市地域防災計画
にある避難所などを結ぶ路線について、優先的に
耐震化等を行い、利用者に安心・安全なサービス
の提供を図る必要があると考えます。

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少、生活様式の変化、節水傾向など下水道
事業の外部環境の変化により、下水道使用料収入
の減少が見込まれる中、今後、管渠等の耐用年数
を迎え、施設・整備の老朽化が急速に進み、管渠
や汚水中継ポンプ場、マンホールポンプ場等施設
の更新の費用が見込まれます。また、大型台風や
集中豪雨等の災害に対応するため、雨水対策に取
組み、浸水被害の軽減を図る必要があります。
　これらを踏まえ、経営基盤の強化を目指すた
め、経営戦略を基に経営課題に適切に対応し、経
営の効率化及び健全化を目指します。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 63.28 70.53 87.12 1,980

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

43,160 6.69 6,451.42 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

当市の下水道事業は、昭和53年に事業認可を受け、事業を
着手してから約40年が経過し、認可区域内の整備も終盤を
迎えています。令和4年度においては、使用料収入約4億7
千6百万円（前年度比1千百万円減）、使用料単価112.4円
（前年度比増減なし）と令和3年度の数値より収納額が低
下する形となっています。
①経常収支比率は100％を超えていますが、経費回収率が
100％を下回っているため、使用料収入で汚水処理費を賄
え切れていない状況です。そのため、使用料の見直しの検
討や、経営の効率化及び経費削減に努める必要がありま
す。
②累積欠損金は発生していませんが、一般会計からの繰入
額を抑えられるように経営改善に努めます。
③流動比率は前年度比3.09ポイント減となり、類似団体平
均値を13.78ポイント上回っています。今後も下水道の整
備を計画的に進めると共に現金の確保に努めます。
④企業債残高対事業規模比率は類似団体平均を下回りまし
たが、0.77ポイント増となりました。健全な経営を行うた
め、企業債の借入れのバランスや使用料水準の適正化等を
図り、更なる経営改善に取り組む必要があります。
⑤⑥経費回収率は前年度から0.42ポイント増となりました
が、類似団体平均を下回り、汚水処理原価が前年度比0.78
円減となりましたが、類似団体平均を上回りました。経営
改善を図るため、接続率の向上や使用料の見直し、汚水処
理費の削減等の検討を行う必要があります。
⑦下水道処理施設を有していないため、該当しません。
⑧水洗化率は0.26ポイント減と僅かに下降しています。引
き続き水洗化率の向上を目指し、下水道未接続世帯への加
入促進を行います。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

61,211 27.28 2,243.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蓮田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蓮田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

27.28 2,243.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

61,211

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

2,413 1.08 2,234.26 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

当市の特定環境保全公共下水道事業は、平成6年に事業認
可を受け、事業を着手してから20年以上が経過し、認可区
域内の整備も終盤を迎えています。
　平成9年より供用開始した後、収入の不足分を一般会計
で補っておりました。この状況を改善するため、平成27年
10月に使用料の改定を行いました。令和4年度において
は、使用料収入約2千8百万円（前年度比約2百万円減）、
使用料単価約115.9円（前年度比約1.6円減）と前年度と比
べ減少傾向にあります。
①経常収支比率は100％を超えていますが、経費回収率は
100％を下回っているため、使用料の見直しの検討や経営
の効率化及び経費削減に努める必要があります。
②累積欠損は発生していませんが、一般会計からの繰入額
を抑えられるように経営改善に努めます。
③流動比率は、前年度と比較すると34.46ポイント増とな
りましたが、僅かに100％を下回っており、今後も下水道
の整備を計画的に進めると共に現金の確保に努めます。
④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を下回りま
したが、前年度と比較すると21.17ポイント減となりまし
た。今後は企業債の借入れのバランスや使用料水準の適正
化等を推進していくことに加え、老朽化施設の更新事業が
本格化していくことから、経営改善を図りながら、更新投
資を計画的に実施する必要があります。 ⑤⑥経費回収率
は、前年度と比較し1.06ポイント減少したものの類似団体
平均を上回り、汚水処理原価も類似団体平均と比較すると
コストを抑えることができた。引き続き、経営改善を図る
ため、接続率の向上や使用料の見直し、汚水処理費の削減
等の検討を行う必要があります。
⑦下水道施設を有していないため、該当しません。
⑧水洗化率は4.11ポイント増と僅かに上昇しています。引
き続き水洗化率の向上を目指し、下水道未接続世帯への加
入促進を行います。

資金不足比率(％)

- 65.83 3.94 77.55 1,980

当市の特定環境保全公共下水道事業で管理してい
る汚水管渠延長は、現在23kmあります。事業認可
を受けて事業に着手してから約20年が経過してお
ります。
　現状で法定耐用年数が50年を経過した管渠はあ
りませんが、マンホールポンプ等、今後の大量更
新期を迎えるためストックマネジメント計画に基
づく施設更新に取組む必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

これからの当市の特定環境保全公共下水道事業
は、施設の老朽化に伴う今後の更新や防災・減災
対策による費用の増加等が予測されるため、更な
る経費削減に向けた業務内容等の再検討を行う必
要があると考えられます。
　安定した事業運営を行っていくためにも、引き
続き、経費の削減や新しい増収への取組みを行う
必要があります。経営戦略を活用しながら、経営
の効率化及び健全化を目指します。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.54】 【65.93】 【44.25】 【1,182.11】

【85.67】【42.22】【220.62】【73.78】

【28.00】 【0.03】 【0.13】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蓮田市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

27.28 2,243.80 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

61,211

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km
2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

3,642 1.33 2,738.35 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

当市の農業集落排水事業は、上平野処理区（平成9年供用
開始）、高虫処理区（平成10年供用開始）、駒崎・井沼処
理区（平成14年供用開始）、根金・貝塚処理区（平成20年
供用開始）の4つの処理区で構成されています。
　排水処理施設の使用料収入は合わせて約4千4百2十万円
（前年度と概ね同額）、使用料単価は146.7円（前年度比
1.5円増）となりました。利用人数が年々減少傾向にあ
り、今後も使用料収入も減少することが考えられるため、
施設の更新等が増加していくことを踏まえ、適切な経営改
善に努める必要があります。
①経常収支比率は100％を超えていますが、経費回収率は
100％を下回っているため、使用料収入で汚水処理費を賄
い切れていない状況です。そのため、使用料の見直しの検
討や経営の効率化及び経費削減に努める必要があります。
②累積欠損金は発生していませんが、一般会計からの繰入
額を抑えられるように経営改善に努めます。
③流動比率は、前年度と比較すると17.4ポイント増となり
ましたが、僅かに100％を下回りました。今後も下水道の
整備を計画的に進めると共に現金の確保に努めます。
④該当しません。
⑤経費回収率は、前年度と比較し3.16ポイント増となりま
したが、類似団体平均を上回りました。100％を目指し経
営の効率化に努めます。
⑥汚水処理原価は前年度比5円減となっている状況であ
り、類似団体平均を大きく下回りました。使用料の見直し
や経費削減等、経営改善に向け対策を講じる必要がありま
す。
⑦施設利用率は前年度比同数値となり、類似団体平均より
も上回る形となりました。今後も適切な施設規模を維持す
る必要があります。
⑧水洗化率は前年及び類似団体平均とほぼ同等値になって
います。安定した使用料収入を得るため、水洗化率100％
を目指し、向上させる取組みを行います。

資金不足比率(％)

- 81.29 5.95 100.00 3,850

4つの処理場のうち、上平野処理区や高虫処理区及
び駒崎・井沼処理区は供用開始から20年が経過し
ました。
　現状では法定耐用年数が50年を経過した管渠は
ありませんが、集落排水施設の整備等、今後の大
量更新期を迎えるためストックマネジメント計画
に基づく施設の更新に取組む必要があります。

2. 老朽化の状況

全体総括

これからの農業集落排水事業は、施設の老朽化に
伴う今後の更新や防災、減災対策に取組むため安
定した事業運営を行っていく必要があります。今
後の利用者減少に伴う収入減の見込み等、経営環
境は厳しさを増しますが、経営の効率化及び健全
化を目指す必要があります。
　また、処理施設の処理能力に対して実処理量が
低い処理区については、必要に応じて事業内容の
見直しを行い、適切な施設規模を維持する必要が
あります。
　農業集落排水施設は、公共下水道全体計画地域
と隣接した区域に整備されており、今後、改築更
新に多大な費用を要することが予想されていま
す。そのため、施設の統廃合や将来的に公共下水
道への接続も視野に入れる必要があります。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【103.61】 【133.62】 【36.94】 【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【27.11】 【0.00】 【0.02】


